
東
京
都
に
あ
る
ホ
テ
ル 

ル
・
ポ

ー
ル
麹
町
で
１
月
19
日
㈯
、「
東
京

八
女
ふ
る
さ
と
会
」（
大
坪
修
会
長
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
会
は
八

女
市
出
身
の
関
東
圏
在
住
者
で
構

成
さ
れ
、
お
互
い
の
交
流
を
図
る

と
と
も
に
郷
土
八
女
の
発
展
を
目

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
当
日
は

三
田
村
市
長
も
参
加
、
約
１
４
０

人
の
に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
ほ
ど
直
木
賞
を
受

賞
し
た
安
部
龍
太
郎
さ
ん
が
ゲ
ス

ト
と
し
て
駆
け
つ
け
、
出
席
者
全

員
で
お
祝
い
し
今
後
の
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
し
た
。
同
会
で
は
、
今

回
の
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
災
者
を

応
援
す
る
た
め
募
金
を
呼
び
掛
け
、

大
坪
会
長
か
ら
三
田
村
市
長
に
お

見
舞
金
と
し
て
渡
さ
れ
ま
し
た
。

多
大
な
る
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

「
東
京
八
女
ふ
る
さ
と
会
」

で
も
祝
福

三田村市長から安部さんへ花束などが渡されました

第
１
４
８
回
（
平
成
24
年
下
半
期
）
直
木

賞
（
日
本
文
学
振
興
会
主
催
）
が
１
月
16
日

㈬
発
表
さ
れ
、
八
女
市
黒
木
町
出
身
の
作
家・

安
部 

龍
太
郎
さ
ん
の
『
等
伯
』（
日
本
経
済

新
聞
出
版
社
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

『
等
伯
』
は
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
絵
師
・
長
谷
川

信
春
（
等
伯
）
が
主
人
公
。
代
表
作
に
国
宝

「
松
林
図
屏
風
」
で
知
ら
れ
る
屏
風
絵
が
あ
り

ま
す
。
作
品
は
、
故
郷
・
能
登
国
七
尾
を
後

に
転
々
と
す
る
も
一
心
に
画
業
に
打
ち
込
み
、

独
自
の
作
風
を
打
ち
立
て
る
ま
で
を
描
い
て

い
ま
す
。
選
考
委
員
か
ら
も
「
ベ
テ
ラ
ン
の
腕

で
読
み
ど
こ
ろ
の
あ
る
作
品
。
綿
密
に
調
査

し
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
も
う
ま
く
組
み
立

て
ら
れ
完
成
度
が
非
常
に
高
い
」
と
高
い
評

価
を
受
け
ま
し
た
。
市
立
図
書
館
で
も
安
部

先
生
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
受
賞

作
以
外
の
作
品
も
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭和30年生まれ。国立久留米工業高等専門学校機械工学科卒。東
京都大田区役所入庁後に図書館司書を務める。その間に数々の新人
賞に応募し、平成2 (1990) 年『血の日本史』で作家デビュー。平成
6 (1994) 年『彷徨える帝』で第111回直木賞候補、平成17 (2005) 年『天
馬、翔ける』で第11回中山義秀文学賞受賞。骨格の確かな作風と、
日本史の根幹にかかわる大きなテーマに果敢に挑み、歴史小説の次
代を担う作家として注目を集めている。

「直木賞」受賞
おめでとうございます

安部 龍太郎さん 『等伯』

安部 龍太郎さん作家 （八女市黒木町出身）

～あたらしい郷
く に
土づくり～

ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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